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近にいた人（ex. Wuthnow 1995）や、他者援助を重視する学校教育を受けた人（ex. Sundeen 






性教育」「宗教教育」の 6 つを用いた。分析手法として、構造方程式モデリングを用いた。 
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未来の他者への返礼
被災地のリレーによる未来との共生
　本稿では、利他的な行動を受けた際に、当の相手に対
する返礼が事実上不可能である場合に、人々が行う未来
の他者への返礼について、被災地のリレーをキーワード
としながら事例をもとに考察した。被災地のリレーを介
した未来との共生について、サルトゥ＝ラジュの〈借り〉
の概念に言及し、そこで構想される社会について考察を
加え、〈借り〉の返済が返済者に及ぼす影響を検討した。
その結果、被災地のリレーを介した未来の他者との共生
について、2つのことが明らかになった。まず第１に、
被災地のリレーは、未来の他者、すなわち、新しい災害
における被災者への救援活動を促進する。第2に、リレー
を実施している側の復興過程が促進される。ただし、リ
レーを実施している側の復興については、まだ仮説に留
まる。被災地のリレーと、リレーの発信側の復興過程と
の関連に関する研究が待たれる。
渥美 公秀
大阪大学大学院人間科学研究科教授
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論文
被災地のリレー
災害ボランティア
〈借り〉
